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（注意） 

１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 

２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 

３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 

４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。 

５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問

題についての解答であるのかを答案中に明示してください。 
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試験科目 商     法 

 

以下の問題について解答しなさい。 

 

問題１（１５点） 

次の事例を読み、［問い］に答えなさい。 

 

１．甲社（公開会社）は、取締役会設置会社・監査役設置会社であり、種類株

式発行会社ではない。近年、甲社の業績は下降傾向にあり、甲社の株式の１５％

を保有する株主Ａを中心として、創業者兼代表取締役Ｂの経営責任を問う声が

あがるようになっていた。 

２．甲社では、Ｂを取締役に再任する旨の定時株主総会が開催されたが（以下、

「本件総会」という。）、Ａには招集通知が送られてこなかったため、Ａは本件

総会に出席することができなかった。 

３．甲社の株主であるＣは、本件総会においてＡが出席していないことに気づ

いて挙手をし、Ｂを取締役候補者とした理由について説明を求めようとしたと

ころ、株主席の前方５列全てを埋める従業員株主らが一斉に大声で「異議な

し！」と連呼し、議長であるＢもこれを制止しなかったため、その迫力に負け、

諦めて手を下げてしまった。結局、当該議案は過半数の賛成をもって可決され

た旨が宣言された。 

 

［問い］ 

Ｃは本件総会における取締役選任決議の瑕疵を争う訴えを提起することを検

討している。この訴えに関して考えられるＣの主張およびその当否について、

論じなさい。 

 

 

問題２（１０点） 

「預合い」と「見せ金」の差異を説明しつつ、見せ金による払込みの私法上

の効果を論じなさい。 

 

以上 

 


